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ノート　5　フランク族支配下のイタリアについて
第一章　シャルルマーニュ評価とフランク族とQンゴバルド族の関係
　今回の本ノートは774年のCarlomagno（通称シャルルマーニュ、本来はシャルル、残後に
ラテソ語の敬称magnusが贈られた。ムラトーリは通常CarloもしくはCarlo　magR◎と2語で
記す。今団のノートでは、CarlomagnoまたはCarloと記す）によるロソゴバルド王国の崩壊以
後フラソク族が支配した通称カロリソグ朝蒔代（774－887年）を論じる。raソゴバルド族の王
Desiderioが、娘二人をCarlomagnoとCarlomaRn◎兄弟と結婚させることによって自分の王権
の存続を図ろうとしたフランク族懐柔策が完全に裏目に出て、ロソゴバルド王国はフラソク族の
領土に併合されてしまうが、世界史によって周知の通り80◎年のCarloma即oの戴冠式とともに
復活した西ローマ帝国すなわちこれ以後の神聖ローマ帝燭も、その孫の代には分裂し、イタリア
は生存中の三人兄弟の長兄である皇帝Lo℃t麟o←Lotario）の領地となる。本節はフランク族の
支配確立からその男系の嫡子の子孫の支配が終わるまでの114年間について、ムラトーリの叙
述をたどりながら、その支配の特徴を考察しておきたい。世界史において脚光を浴びて来た、
Carlomagnoの戴冠やストラスブールの誓いから、帝圏に分裂をもたらしたヴェルダソ、メルセ
ソの丙条約の締結に至る過程等、我が圏においてもくわしく知られている特別重要な事件や時期
を除くと、我が国ではこの時代について知られていることが少なく、特にイタリアに関してはそ
の感が強いので、今回のノートもムラトーリの叙述の内容の紹介が中心となる。
　参考のため例によってG．FalcoとF．Fort　iによる抄本i）を眺めると、　p．1179のCar｝ornagno
宮廷の革の衣服の流行、衣類の贅沢やヴェネツィア商人の活躍に関する記述から、pp．1202－◎3
のCarlo　il　Grossoの弱体化ぶりと、岡皇帝が皇后との関係を疑って書記窟長を追放したという
事件を記した記録までのわずか10項目25ページ（全480ページ中の5．2％）に過ぎず、極度に資
料が不足していたとされているmンゴバルド族の時代程ではないが、一世紀あまりに対して手簿
だという印象は否定し得ない。この時代の問題点を考えるヒソトとして先の抄本に収録された残
りの8項目を示しておく。pp．1180－82、法王Adria鍛◎一世の賛美および法王Leone三世と皇
帝Carlomagnoの関係、　pp．1182－87、　Leone三世の裁判およびCar｝omagnoの戴冠、
pp．1187－89、　Carlomagnoがエルサレムの聖墓の鍵を受け取る、　pp．1189－90、　Carlomagnoの
賛美、pp．1191－92、勅令「朕Ludovicus」の信愚性の否定、　pp．1192－97皇帝Lodovicoと息
子Lottario等三兄弟の争い、　pp。1197－99、　Lodovico二世の失脚およびLottario二世の死、
pp．1199－1202、回教徒のサレルノ攻略。
　ムラトーり密身の記述に戻ると、今回のノートが扱うのは筆者の利絹している1790年刊行の
ヴェネツィア版（Antonio　Curtie　Giacomo刊）　Fムラトーリ作贔集2）（MURATOR王
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OPERE）」第25巻（『イタリア年代記』第10巻）p．224から同第27巻（『年代記』第12巻）
P．99まで、ページ数で888ページに及ぶ部分である。
　すでにこれまでも侮度か触れたが、カトリック教会の優等生フラソク族に対するムラトーりの
評価は、彼がロソゴバルド族に好意を抱いている分だけ概して辛くなっているというのが定説で
ある。この点についてたとえばBe姓e磁は次のような解説を行っている。
　「ムラトーリの『イタリア年代記』におけるこの歴史時代の特微は、いわばフラソク族に対す
る嫌悪で、それはやがてはっきりとした反フラソス的な傾向と変わり、それに対麻しているのが
神聖ローマ帝圏の政策に対するうまく隠されていない好意である。このような嫌悪は、ムラトー
りの場合かつてライプニッツに対してそうであったように、二重の源を有している。それは何よ
りもまず、すでに記した通りアングm・サクソソの碩学達に一般的に認められる反ノルマソ的傾
向に類似した反教権主義的動機である。箪二にハプスブルグ家の伝統的に反フランス的な政策へ
の遽随である。3）」
　いわばコマッキオ論争以来のムラト～婆自身の歴史家および文献学春としての全形成過程が、
こうしたCarlomagno以下のフラソク族の評価の基礎を形成しているということになる。基本
的にBe實elliのこうした意見は正しいが、そうした傾向的解釈を強調し過ぎることは、ムラトー一
リのような実証的で柔軟な歴史家を扱う場合危険である。
　そこでまずムラトーリがこの時代の最重要人物であった当のCar1◎無a即o自身をいかに叙述
し、評緬しているかを眺めてみよう。教会側の歴史において、ロソゴバルド族の横暴からの教会
の解放者として英雄扱いされているこの人物について、ムラトーリは「実は我々はAaasねsio
（年代記作者）を通して、Carlomagno王がその前年にパヴィーアの攻撃から転じたことと自ら
軍隊の一部を率いてヴェm一ナへと攻め上がったことを知っている。　（ロソゴバルド族の王子）
Adelgioと共にその地に逃れていた彼の幼い甥達、つまり死んだ弟Carlomannoの子供たちが、
その母親や王子達の有名な家庭教師Autocarioと共に彼の手中に落ちた。その後これらの貴公
子達の身の上に何が起こったかについて、歴史は沈黙しているQ多分それはCarlomag無oの不
名誉になるような事柄、罪のない甥達への無慈悲さを暴露しないためだろう（V．X，p．225）4）」
とか、「彼はそばに女がいないと過ごせない人だったので、その（王妃Liutgardeの死）後次々
と4人の女を持ったが、彼の伝記作者Eghユarδoによって彼女達全員の名前が記録されている。
ボラソ派修道士達やその他の人々は、この偉大な君主の多くの美徳、とりわけ信仰心を考慮して、
こうした女達を良心の妻、いわば左手の妻（mogli　della　mano　sinistra）だと認め、許される
ことだとし、また教会が神聖な結婚の契約についての優れた規定を与えたのは、後年すなわちよ
うやくトレソト宗教会議においてのことだから、教会の教えにも反していないとした（V．X，p．374）」
といった底意地の悪いコメソトの類いも記している。
　しかし彼のCarlomagnoに対する評価の基本的な立場が以下のごときものであることを忘れ
ては誤解を生むだろう。「（814年に71才で彼が死去したと記した後）彼をアウグストゥス、ト
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ラヤヌス、マルクス・アウレリウス等の名看に匹敵させようとする人は容易にそうした主張の根
拠を見出すことが出来るであろう。しかしある部分で彼は異教徒の英雄的皇帝達よりも優ってい
たとさえいうことが出来る。何故なら皇帝達はすでに栄え、すでに無限の力を備え、習俗も洗練
され、その軍隊はよく訓練され、その政府は賢明な配慮と法律によって統制されたローマの皇帝
権を見出したからである。他方Carlomagnoはフランク族つまり彼の支配下にある民族の内に、
少なからぬ野蛮さ、度外れた無知、その他無数の混乱を見出した。それにもかかわらず彼は偉大
な頭脳と不擁不屈の精励によって、すべてをしっかりと秩序付け、自国民の習俗を洗練させ、統
治を始めて以来、自分も苦労して学んだ掌問研究を良き状態に回復させたのだ。彼の素晴らしい
才幹の恩恵は、世俗人の間に広がっているだけではなく、その一一一一・zzesむしろ他よりもまして聖職
者の間に、彼が継続的にその意図を表明した改革や良き秩序とLて普及しているのである。彼の
勅令や法律を見たまえ。それらの全てに、英知と敬慶と正義力言息づいている。（V．M，pp．23－24）」
　多少調子が良すぎ理想化が過ぎる嫌いはあるが、ここにはまさに君主に対する最高の賛美が見
られることを、誰にも否定出来ないであろう。
　ところでイタリアにとって、この君主の存在はいかなる意味を持っていたであろうか。実はこ
の点に関しても、ムラトーりのCarlomagno評緬は筆者凛身が前ノートで強調しておいた彼の
ロソゴバルド族贔贋の傾向や、先に示したBertelhの欝葉等から予測されるよりもはるかに好意
的であることをここで確認しておく必要があるように思われる。
　「それはまたイタリアにとって最高の利益になる変化であった。何故なら（これ以前の時代に
は）ロソゴバルド王の臣畏達は、国内的な平安と幸福を楽しみ、よき法律と正確な裁判によって
統治されていたのだが、その後精神の高遙さ、権勢、裁判の公平さ等においてフラソク族とロン
ゴバルド族のあらゆる王達に優っている署主であるCarlomagnoの下で、さらに良き扱いを受
けたからである。　（V．X，p．234）」
　こうしたCarlomagnoに対する意外に好意的な態度の主要な原因の一つは、ムラトーリがフ
ラソク族とロソゴバルド族の関係を、我々がしばしば誤解しがちなように単純な魁立関係あるい
は征嚴一被征嚴の関係としては捉えていないことによるものと思われる。たとえば、Carlomagno
によるロンゴバルド王国の征服の事情も、通常の征嚴とは大いに性質が異なっていたことが、次
のように証言されている。「いかなる合戦もなく、8か月以上しっかり持ったパヴィーアとそれ
よりも短い期間抵抗したヴェローナを除くと、いかなる都市もいかなる砦も敵対することなく、
きわめて容易に、成功裡に行われたCarlo通agnoによるイタリア王国の征起侵は、ある人々に奇
異の念の動機を与えるかもしれない。ゴート人からそれを奪う際にはこうは行かなかった。しか
しガリアのすべてとゲルマーニアの少なからぬ部分の支醗者となっているCarl◎magnoの兵力
が大変なもので、人々が抵抗するよりも降伏する方が安全だと判断したということを、念頭にお
かなければならない（V．X，p．231）」として、かなり平和裡の王権の移行であったことを指摘し
た後、法王Adriano一世やノナントラ大修道院院長Anselmoの工作が、そうした移行を準縷す
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るのに力があったことを示唆している。特に後者がそうした工作に用いた文書を示した後、「そ
うした情報は極めて起こり得たらしいと思われる事態を我々に理解させてくれる。それは修道院
長Anselmoが法王と一体となって、彼露身の信用や血縁関係や、　Desiderto　］1に敵対している、
かつてのmンゴバルF王達につながる党派の信用や血縁関係を、Carlomagnoのためにこの機会
にうまく利用して、多くのロソゴバルド人の心を捉えたということである。事実私が世に出した
記録Paralipome盛において、サレルノの逸名の作者が記しているように、当時少なからぬロソ
ゴバルド人が、フラソク人のために自分達の君主に対して蜂起したのであった（V．X，pp．232－233）」
と記している。さらにロソゴバルド族の一部はCarlomagnoに使節を送ってイタiコア征脹をす
すめ、協力を約束したとし、フラソク族とその配下の軍勢がアルプスを越えた途端に、ロソゴバ
ルド族の軍隊が逃走したのもそうした約束に基づくものだとしている。何となくロンゴバルド族
の敗北を認めない、熱烈なロソゴバルド族贔屓の負け惜しみの言葉のような感じもしないではな
いが、ムラトーりが本気でそう信じていることは、以下の記述から見て明白である。
　「だからmンゴバルド族の王の治世は終わったが、mンゴバルド族の統治は終わらず、その王
の称号を勝利者のCarlomagnoが名乗ったのであった。　（V．X，pp．233－234）」
　実はこの文章の後に、先に記したイタリアにおけるCarlomagno支配を高く評緬した文章が
続いているのである。これまでのいくつかの引用は、家父長的絶対主義の信奉者と見なされてい
る5）ムラトーりの物の見方を明らかに示しているが、同蒔にフラソク族のイタリア支配について
のムラトーリの見解を端的に表翼したものとして重要である。とりわけムラトーリが、爾王権の
実質的な連続性について大胆な断定を行っている点が興味深く思われる。すなわち彼の見解によ
るとこの時たしかに王権は交代し、またそれまでの公による支配がイ白による支配に変わる等一応
最上層部における交替は行われたが、そのすぐ下のレヴェルではロソゴバルド族の支配が温存さ
れたと見なされているわけである。しかもCarlemagnoの征服後間もなく、一応独立したイタ
リア王の称号も復活してCarlomagnoの息子Pippinoが任命され、パヴィーアの宮廷も再建さ
れている。こうしたムラトーリによるフランク族の支配形態のイメージが、果たしてどこまで真
実に近いのかは、疑閥の余地が大いにあるように思われるが、少なくとも膨大な資料を直接手に
取って判断した碩学の見解として無視し難いものであることは確実である。たとえば蕾イタリア
のかなりの部分を占めているペネヴェソト公領は、フラソク族の支配に直接組み込まれることな
く、一一一M，独立して存続し続けている。Car10B鉱agnoはさほど遠くない都市であるローマに頻繁に
出入りしているので、後代はともかくこの時代のフラソク族にとって、この領土を占領すること
はそれほど困難ではなかったように思われるが、一晴的な支配は生じても完全に併含するには至
らなかったようである。確かにたとえばフラソク族と法王庁との関係6）等、いろいろと事情はあ
るとしても、こうした曖昧さにも、ムラトーりが指摘したフラソク族とロソゴバルド族の関係の
微妙さが反映していると見なし得るであろう。
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第二章　力隣リング朝の嚢主達
　すでee　Car1◎magnoとそのイタリア人支配に触れたので、引き続いてそれ以後のフラソク族
の君主達についてのムラトーリの人物評価を以下で瞥見しておくことにしよう。
　840年にこのCarlomagnoの唯一の相続人LGdovico（Ludovicoとも記す）il　Pie帝が死んだ
際、ムラトーりは以下のように評緬する。
　「ついに司祭達が斬る中で、この上ない謙遜と改俊の内に、この年およそ64才で被は地界したQ
（中略）彼は聖なる宗教と教会の教えへの卓越した愛と熱意のため、正義への配慮のため、そし
て敵意における一貫性、貧民や正式の俗人や聖職者階層への気前の良さ等のため、栄光に満ちた
君主であり、まさにその通称「敬塵帝（il　Pio）」の名に正当に価している、寛容さ、優しさ、
その穂の美徳において並ぶ者なき君主であった。ところが最初の結婚から得た子供たちに関して
は、彼は奇妙に不運であり、全員がかくも善良なる父親に対して恩知らずであった。そして二番
目の妻と彼女から生まれた宋っ子とをあまりにも可愛がる父に対して、彼らは多くの事件を企て
た。このことから多くの紛争が生じたが、そのことはすでに記した。　（V．X王，p．206）」
　ムラトーりは「奇妙に（stranamente）」と記しているが、実際にはさほど不思議がっている
とは到底思えない。何故なら彼惣身エステ家という古い家柄の君主に仕えて、同家の歴史7）を記
述した際に、こうした類いの様々な摺続問題を見て来たからである。洋の東西を問わず、「修身
済家治騒平天下」という『大学』の有名な言葉が、今ヨよりもはるかに有効性を発揮した時代が
過去に存在していた。世襲的翼主制の下では事情に大差はなかったのである。たとえ君主の家と
いえども、たとえばCarlomagnoがその死の間際に、神への恐れを養い、聖職者を敬い、人畏
を愛し、良き大阻を選べ等々の敬震な父親らしい言葉を告げた後、当時存命中の唯一の男子
Lodovico　il　Pioの頭に王冠をかぶせたという逸話（V．XI，p。17）からも分かる通り、披らの聞
では十分人間的な情念が生きていた。それゆえかえって激しい骨肉の争いが展開されることにな
る。Carlomagnoには正嫡の男子が4人生まれたが、新皇帝の兄3人は父の死ぬ前に死去してい
た。その一人Pippinoはイタリア王としてパヴィーアに着任していたが、810年死去して、その
子Bemardoがその地位を継いでいた。しかし彼は817年叔父の皇帝に対Lて反逆を企てた罪で
告発され、ブルゴーニュのシャmンで謝罪したが捕えられ、一味が自白したため翌年Bemardo
は両眼をえぐり取られその傷で死去した。その子孫はその後もフラソスの公爵として生き延びた
が、こうした事件が生じた背景には、Lodov董co帝の先妻Erme鍛gardaがイタリアを義兄の息子
から奪って自分の息子の一人に与えたいと望んでいたという事情があったとされ、ムラトーリも
その謙調意している（V．X［，p．60　e　64）。あたかも天罰のようにこの年E㎜engardaが死去、
翌819年、皇帝は「希な美女」と伝えられるBaviera（バイエルソ）公Weifus（ムラトーりは
この人物がエステ家の親戚のヴェルフェソ家とつながりがあるとする）の娘Giudittaと再婚し、
彼女が生んだ皇帝の末子Carloの絹続権をめぐって、皇帝父子および子供の兄弟の間でこの後長
290
論集繁10号（1993年）
期にわたる紛争が生じることになった。
　819年皇帝の長子Lottario（今臼では通常Lotario、　raタール）は父の同瞭皇帝に就任、翌年
にはイタリア王となり、Ala孤agna公Eticoneの子孫Emmengarda（母と岡名）と結婚。822年
にはパヴィーアに赴きイタリアを統治した。この当時殺人事件が起こるなど、大いに乱れていた
法王庁の再建に乗り出す。824年にはLottari◎の名で、以下の9項目の布告が出された。1．
皇帝と法王の与えた特権の尊重。2．盗みの禁止。3．法王選挙の妨害禁止。4。判事の決定そ
の他m一マの出来事を皇帝使節に報告する義務あり。5．裁判の際各自がいかなる法（たとえば
ロソゴバルド法）で裁かれるべきか、元老院とポポロが早急に決めること。6．前法王からもらっ
たとする領地を、豪族は返還すべし。7，，va・一マ人（法王領の住民）はイタリア王国の領地を奪っ
てはならない。8．自分がm一マ滞在中、；コーマのあらゆる公、判事、役人が出頭すべきこと。
9．全ての者は法王を敬うべし。8）以上の布告からもこの時期の法王権の威信の失墜ぶりが分か
るはずである。
　恐らくこの当時のヨーnッパの君主が抱えていた最大の課題とは、当時地中海の制海権をほと
んど鰯圧しつつあった園教徒の攻撃から、いかにその領土を守るか、ということだっただろう。
事実スペイソにおけるCar1◎magnoの回教徒との戦いぶりは、『m一ラソの歌』として今Eも
読まれている。ムラトーりは828年（今日の定説9）では827年）から、翻藪徒のシチリア侵入を
記録していて、832年（これも今Hの定説でex　831年とされるが）には早くも、　rこれと同じ時
期、キリスト教世界とイタリアは泣くことになる。なぜなら『アラブ年代記』によると、回教徒
達はパレルモ市を力ずくで征服し、その結果シチリアの最大かつ最良の地域を彼らのくびきの下
に置いたからだ。　（中略）パレルモ市民全員が奴隷とされた。この市の司教に選ばれたL雛caと
ギリシャ皇帝のSpatario（知事らしい）のS圭mone他わずかの者達だけがその後釈放された
（V．XI，p．156）」と伝えている。
　しかし回教徒の侵入を受けたシチリアをはじめイタリア半島爾部の大半が、東ローマ帝国の領
土であったためか、LodovicoとLottario親子の反応は意外に鈍いようである。そうした危機な
どそっちのけにして、皇后Giudittaをめぐる紛争に大わらわという感が否めない。こうした点
にも後世の観念に基づく歴史と、当時の人々の感覚とのずれが認められるように思われる。たと
えば830年、当時皇帝の宮廷で権勢を振るっていたSettimania公のBemardoと皇后Giuditta
との間に不倫な関係があるという告発が行われ、神明裁判をも含めた騒ぎが起こるが、皇后は許
されてBemardo派の追放と処罰で事件は終わったと記録されている（V．X王，pp．145－151）。多
分に作り話めいて無意味な騒ぎのようだが、同時代人にとっては重大事件であったらしい。その
後も父の皇帝と長兄との争いに、次男Pippino、三男Lodovicoが瀦わり、双方についたり離れ
たりしながら、838年の次男の究、さらに父の皇帝の死（840年）を経た後でさえ、その争いは
続いている。その底流にあるのは言うまでもなく、皇帝の遺産の領土争いであった。
　　「すでに述べたとおり皇盾Giuditねのあらゆる努力は、息子Carloの為に遣産として国土の
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豊かな部分を獲得するためであった。実際この年（837年）、夫によって息子にネウストリア、つ
まり国土の広大極まる部分を指定させることに成功した。Nitardo（中略）によってその都市が
すべて列挙されている。その中には、パi］も含まれていた。（V．XI，p．184）」
　こうした処鐙は当然長兄等を怒らせ、この年にまだ14才だったとされるCarloにはこの領地
を確保することはすこぶる困難に見えるが、父は末子のCarlo（シャルル）を異常に可愛がり、
翌838年の次男Pippinoの死後も、その遺産を孫から取り上げてCarloに与えるため出兵する
程であった。
　こうした成り行きから、Lod◎vico帝の死後の戦争は必至となる。　Lottarioは840年父の死後
闘もなく、末弟の誓約を無視してその領地に侵入するが、ロワール川の地点から引き返す。父が
Carleに与えた領地の忠実な家来達は特に士気が高く、何とか17才の君主を支えきった。しか
しこの時Lottario　lxパリまでを含めたフラソス東部の広大な領地を一時的に占拠している。と
ころが翌841年には、簡単にCarlo領を奪園した自儒過劇のためか、さらk：　Lot£arioはこれま
でも時折衝突したことがある実の弟LodoviCO（ルードヴィッヒ）討伐のため、無謀にもライソ
川を越えて出兵した。この機会に、Carloは次兄のため大軍をひきいて出兵し、　Lodovicoと同
盟し、紐余曲折の後841年6月25日、筒盟軍の勢力は数の上では皇帝LottaVi◎のそれよりもはる
かに劣っていたけれども、FonteRoy（ベルギー）で決戦を挑む。圧倒的に有利だとされていた
にもかかわらず、イタリアを本拠にしている内に軍隊が軟弱化していたためか、または前皇帝が
最愛の末子に自軍の精鋭の拠点を与えていたためか、Lottarioの軍隊は弟達の岡盟軍に敗北し
てしまう。（p．216）ただし『メッツ年代記』によると、この時フラソス人（恐らくフラソク族
と岡義）の精鋭が大量に死に絶え、以後フラソスは他国を攻撃するどころか、自国の防衛もまま
ならぬ程に弱体化したとされる。（p．216）弱いイタリアを見慣れている我々には必ずしもぴん
と来ないが、おそらくこれは従来の精強なフラソク族と比較した場合の話で、これ以後フランク
族が他の諸罠族に対する武力の圧倒的優位を失って諸民族の独立が進んだこと、さらにフランス
とその周辺一帯にノルマン人やハソガリア人等の侵入を許したことを意味しているのであろう。
こうして苦戦の末戦いには勝ったが、長兄の圧力はまだまだ侮り難かった。そこで弟達は結束し
た。
　「爾軍の問では様々な動きが続くが、それらはNitardoによって詳細に記録されている。中
でもそこで好ましく読めるのは、Argentinaもしくはむしろストラスブールでと言いたいが、
LodovicoとCarloの兄弟の間で定められた同盟の確認である。一人（Carlo）は（筆者注：主
にドイツに住んでいる梢手の家来達に理解出来るよう）ドイツ語で、もう一人（LodeVico）は、
それ以後フラソスの俗語となり、今濤よりも我がイタリア語にも一層近かったロマソス語
（Lingua　romanza）で誓った。当賭それがどんな状態であったかを知るため、イタリア語でも
隅様の断片が残っていてほしいものだが、当時のそうしたたぐいのものは、全然残っていない
（V．XI，p．221）」とムラトーリは仏、独両語と比較してイタリアの記録の遅れを残念がる。周知
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のとおりこの有名な842年のストラスプールの誓いの結果、翌843年ヴェルダソ条約が成立し、
今はなき父の領地が、ほぼ今日の独、仏、およびLottarioの領地に分割される。こうした分割
はフラソクの軍事力を低下させ、早くも同年にノルマソ人が侵入してフラソスを荒らし回った。
　ヴェルダソ条約成立後、かつてあれほど父や弟達と激しく精力的k戦ったLo重tarioが、一種
の虚脱状態にでも陥ったように見える。侮故なら844年、父の岡僚皇帝ではなく、単独の皇帝と
して法王Sergio　IIの協力を得てm一マで戴冠式を挙行し、長子Lod◎vico　Eをイタリァ王に任
命した後には、855年に死去するまでほとんど歴史の表面に登場しなくなってしまうからである。
一体彼は何をしていたのだろう。853年の項で、ムラ5一リはその疑問に答えている。rその後
我々は前述の年代記類から、ローマ人（筆者注：ほぼイタリアの人昆と岡じ）達が、モー－n人す
なわち回教徒にひどい§に会わされ、Lottarioが良き君主としての義務を忘れ、彼らの防衛の
ために全然配慮しないのを見て、彼に対する遣憾の声を放っていることを知る。だがLottario
は神をも忘れて、もっぱら狩りと快楽に溺れていたのだ。亡き妻　Hermengarda（ママ）の概後、
彼は二人の菖姓娘を沼し使いまたは奴隷として使役し、二入の内の一人12　Carlomannoと呼ば
れる彼の患子を生んでいるQ　（V．XI，p．286）」
　こうして皇帝が趣味と快楽に耽っている間も、すでにシチリアやその他の島々の主要部を支配
していた図教徒は、容赦なくイタリア半島南部やフラソスの講海彫を襲い続ける。そしてカラブ
リア、プーリア等でいくつかの拠点を築くのに成功する。ムラトージは回教徒との戦争を、いか
なる疑問の余地もない善行だと認めていて、露骨な敵意を隠さない。ところが当時の薦イタリア
の指滋考の問では必ずしもそうしたコソセソサスは成立していなかったらしく、842（今日の説
では840）年の項に、ベネヴェソト領主Rade｝giscが、敵対しているライヴァルのサレルノ領主
Siconoifoに領内の都市を奪われないため、当時カラブリアに侵入していた回教徒の援軍を招い
たと記されている。このためプーリアの最も富裕な都市バーりが奪われることとなった。「バー
リの知事Pa泌oneは、彼（Radelgise）から市外の海岸側にこれらの異教徒を受け入れるよう
命じられた。ところが世界で最も狡猜な人種であるサラチェー工達は、くわしく都市の城壁を研
究し、夜中に何の抵抗もなしによじ登り、侵入する方法を発見した。罪のない人民の一部を刃に
かけ、残りを奴隷にし、とりわけPandoneは多くの拷問の後に海に投じて溺死させられてしまっ
た。　（V．XI，p．224）」
　さらに845年、Lottarioの戴冠式の翌年には、回教徒はテーヴェレ州をさか上り、ローマを
襲おうとさえした。「サラチェー二（サラセソ人）の名前で筆者が意味しているのは、当時アフ
リカの征服者であり、支配者だったマホメット教徒のアラブ人のことである。モーリ（モーm人）
とは、彼らの臣下であるアフリカ人自身のことを意味しており、彼らもやはりマホメットの偽り
の掟を信奉している。（ローマの）都市は当時十分に補強され、堅固に守られていた。だがこれ
らの蛮人達は、市の周辺で蛮行に耽り、特にこの当時市外にあった聖ピエトロ大聖堂を相手に、
あらゆる装飾とそこで見墨せる限りの価値あるものを運び去って、その食欲を満たした。
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（V．XI，p．253）」
　以後もこうした記述は頻繁に現れる。貴任感の乏しい父の皇帝に代わって、875年の死まで約
30年間実質的にイタリアを統治し、可能な限りその防衛に努めたのは、844年にイタリァ王位に
つき、850年には父の同僚皇帝としてm一マで戴冠したとされているLodovico∬であった。後
に彼の没年でも見るとおり、ムラトーリはこのCarlomagnoの雪孫に対して大いに好意的で、
カmリソグ朝の歴代の皇帝中、曾祖父につぐ高い評衝を与えているといえそうである。しかし彼
のこうした労苦に対して、運命も親族や臣下達もあまり協力的だったとは讐えない。それどころ
かかつてヴェルダン条約でドイツとフラソスの原型を築くことに成功した二人の叔父は、さらに
亡き兄Lottahoの北方アルザス、ロレーヌその他の領地の分害9を企て、すでに見たとおり園教
徒の稲次ぐ侵入への対策に忙殺されているLodoviCO∬の縢をついてこれを併合してしまう。
すなわち世界史で周知のメルセン（オラソダ）条約の締結とその実行カミ行われるのだ。
　「Carloが自分のものだと主張したのと嗣等の権利で、　Lod◎vicoもLottari◎の王国の自分の
部分を主張した。そして自分の主ee　？こ、もしCarloが友好的な条約を承知しない場合の戦争の宣
言をも加えた。その王国内にはひそかにあるいは公然とLodovicOの味方をする極めて多数の貴
族達がいて、少なからぬ者が彼に拝謁してそれを勧めた。こうした事業のため使節や飛騰が大忙
しで往来した。ついにこの年（870年）の8月、二人の兄弟の問で合意が成り立ち、まるで役は
生きていないか、その領地に対していかなる権利をも有していないかのように、甥の皇帝には一
言も触れることなくそれらの領地を分けあった。　（p．373）」この後ドイツ王LQd◎vicoの許に法
王および皇帝の使者が赴いて、皇帝の権利を守るため説得に努めたが、ドイツ王はむしろ長兄
Lottari◎が自分達との協定に違反していただけだと弁明した。勿論Carlo王への使老も購様に
あしらわれた。
　ところが皮肉にも、皇帝Lodov圭co　IIが苦戦の末前述のバーりを回教徒の手から奪回して、
その生涯で最も栄光に輝いたのは、こうした属辱的なメルセソ条約とほとんど局じ時期の出来事
であったとされている。rこの年（870）こそ、ついに皇帝Lodovico慧が回教徒をバー1］の市
内に封じ込めることに成功した年であった。すでにその包囲のために、多大の労苦と人員および
経費の犠牲が払われて来た。　（中略：亡き父Lottarioの北方の所領ロターijンジivを継いで、
すでにメルセン条約によってその大半が失われていたと思われる嗣国の王となった弟LGttari◎
から兄に派遣された援軍も、暑さ等のためついに劉達し得なかったこと。）しかしLodovicO帝
の粘りたるや、まことに輝かしいもので、この年の末には異教徒達の救出の希望を失わせ、その
結果最後には降伏せざるを得ない状態にまで彼らを追い詰めた。　（中略：回教徒が敗北した年代
に関して三つの文献の検討。《筆者の感想：こうしたいわば叙述の一つの山に当たる箇所で、直
ちに年代決定に関する文献の問題にのめりこんでいるのは、いかにもムラトーりらしい。やはり
芯からの文献学者であって、歴史物語の作者ではなかったのだろう。》続いて皇帝の軍隊が回教
徒の三人の提督を破ったこと等）このことは、この地方の圓教徒の力に少なからぬ動揺を与えた。
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またこのことがバーりを飢えさせて、その征服を容易にしたのだった。　（V．）ll，pp．375－6）」そ
の後回教徒の援軍が現れて、キリスト教徒の弱点をつくため、クリスマスに攻撃をかけるが、裏
をかかれて敗北するといったエピソードが語られる。そして現代の定説では870年とされている
が、ムラトーリが引用している文献では871年のおそらく2月4H、バーリが陥落したと記され
ている。
　「この都市は当時の回教徒の虐殺から推測されるところでは、降伏したのではなくて武力で征
服されたのだろう。サレルノの無名の年代記作者の証言によると、スルタンは無事に逃れた。十
分堅固な塔にこもり、皇帝Lodovicoのこの遠征に加わっていたべネヴェント領主Adelg呈soを
呼んで、彼に対して降伏したからである。十分その価値があるとして、慮分の安全を要求した。
なぜならべネヴェソト領主は決して危害を加えないという条件で、スルタンに人質として、自分
の娘をあずけており、スルタソも指一本触れないという誓いを立てていたからである。こうして
Adelgisoは二人の友と一緒に皇帝にスルタソの助命を願い、皇帝もそれを受け入れたが、それ
が彼にとって仇となった。　（V．M，pp．381－2）」
　すなわちこの不運な皇帝はこうした武勲によっても、必ずしも領主達によって感謝されず、む
しろ危機に瀕したのだ。こうした南イタリアの領主達の動きを見ると、彼らはムラトーりでさえ
も十分には理解し難いような、複雑なメソタリティーの持主であることが推察される。しかしム
ラトーリが様々な文献をくわしく伝えているおかげで、我々は彼の価値判断をこえてそうした現
実を推察することが罵能となる。30年前に回教徒を招いたとされるRede19isoとは異なり、
Adelgisoは一応皇帝のバーり攻めに加わりはしたが、その態度はかなり奇妙で、後にはさらに
それはエスカtz・一一トする。スルタソは命をとりとめ、捕虜としてベネヴェントに送られるが、こ
の「世界で最も狡猜（p．387）」とされている人物に、ベネヴェソト領主Adelgisoは「極めて重
要な事件について相談した（ld．）。」さらに『メッツ年代調によると、　Adelg圭soはギリシャ人
達の説得に動かされ、「彼の説得によって、サムニウム、カンパーニア、ルカーニア等の多くの
都市がギリシャ人の支配に嚴した（ld．）」とされている。本来それらの地方は、東m一マ帝国の
勢力範囲で、フラソク族の武力の盛衰に伴って揺れ動いていたため、当然そうした事態も生じ得
たのであろうか。
　バーリ解放後のこうした不可解な鋤きはLodovicoを怒らせ、彼は軍隊を率いてペネヴェソト
に赴く。Adelgisoは忠誠と恭順を装って皇帝に会い、贈り物攻勢で納得させてしまった。しか
したまたま皇帝の一行がベネヴェソトに滞在中、「高慢と貧欲のいずれが勝っているか分からな
い（p．390）」皇盾Aagelbergaの行動がベネヴェソト領主Ade｝gisoの忍耐力を失わせたとされ
ている。彼はこのときスルタソの知恵を借りたとされ、皇帝に「フラソスの軍隊がこれ以上滞在
しては、彼ら自身も不自由であり、自分の領民にも大きな損害をもたらす（p．391）」と説得し
て、フランス軍を帰国させてしまう。こうして僅かの手兵とともに残された皇帝に対して871年
8月25霞にペネヴェソト領驚の反乱が勃発し、「皇帝が正午の後休息していると、ベネヴェソト
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人達は結束して、彼を捕えに宮殿に押しよせた。彼を守っていたわずかなフラソス（フラソク）
人達は急いで武器を取った。その騒ぎで目を覚ました皇帝も防御にかかる。Adelgisoはその抵
抗を見て、宮殿の戸口に火を放った。そこで皇帝は皇后や何人かの仲間とともに、堅固な塔に閉
じこもって、三β問防衛した。（V．XI，p。391）」この後、ベネヴェソト司教が仲裁に入って、皇
帝の一行は無事釈放されることになるが、9月17日まで捕虜として投獄されたとする年代記
くAndrea神父）もある。あるいは激sce瓢pertoによると、このとき回教徒の大軍がサレルノ
に向けて上陸したため、皇帝を釈放せざるを得なくなり、「皇帝、皇后、皇女Ermengarda、お
よび彼の家来達全員が、いかなる時もこの件に関して、自分あるいは他人の手でいかなる報復も
行わないことと、ベネヴェントの領域に武器を持ち、または武装して足を踏み入れないことを聖
遣物にかけて堅く誓うことを強制され、その後どこでも好きな所へ行くことを許された。
（V．XI，p．393）」これに対するイタリア内外の影響は大きく、皇后A職gelbergaによるベネヴェ
ソトの収奪への葬難もあったが、それよりもベネヴェソト領域の回復のために戦った皇帝への忘
恩を非難する声の方がはるかに大きかったとされている。また国外では皇帝暗殺の曝が流れたた
め、フランス国薫のCarlo　il　Calvoもドイツの国王のLodovicoも一一eeあわてて対策を講じて
いる。その後皇帝はスポレートのLambert◎（同地に岡名の伯が二人いるとされている）に対し、
Adelgis◎の共犯を疑ったか、皇帝救出の努力をしなかったため強く憤慨していたと言うが、　l　i
月に北上してペスカーラに近いViCQで会議を開いて威信の回復を図る。その後皇帝ではなく、
皇后がベネヴェソトへの懲罰を企て、Ade｝g三soがコルシカに逃亡したという説があるが、これ
は確実に架空の説だとムラトーりは否定しているQ回教徒は失地挽回のため、アフリカから大軍
を派遣して、サレルノに上陸、各地を荒らす。872年ペネヴェソト領主Adelgiso、カプア領主、
スポレートの二人のLambe耽o伯らが、ペネヴェソト領Mammaに宿営中の園教徒を襲い、こ
れを大敗させたとされ、ここではAdelgisoは一転して英雄となっている。このとき皇帝は援軍
を派遣したが、戦闘は彼らが到着する以前に終わっていたとされている。その後も皇帝は
Adelg｛so懲罰を企てたが実現せずに終わったという。
　やがて875年6月大きな彗星が現れ、8月12日皇帝は50才で男性の嗣子なしで死去した。mレー
ヌの問題とべネヴェソトの反乱がこの皇帝の「二本の痛い心の刺（p．398）」だったとされてい
るが、嗣子がないことがメルセソ条約の実行を容易にし、彼の行動を比較的淡泊にしたのかも知
れない。少なくともそのために彼の教会への寄進が多くなったことは確実である。彼のミラノの
聖アソブロージオ教会の墓碑銘が示され、その慈悲深さを称えるRegioneのラテソ文（p．432）
が引用されているのを見ても、ムラトーリのこの人間らしい、善良で誠実な（まさにムラトーリ
好みの）この皇帝に対する好意が十分に推察し得る。我々の郎象では、余りにも等身大の人間的
な君主であったため、支配者としての人間離れした手腕やカリスマが決定的に不足していたとい
う即象は否定し難いが、やはり当時の君主としてはその誠実さや善意は貴重であったことを認め
なければなるまい。またその死が、少なくとも彼の時代までイタリア北部で享受されていた平和
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の終わりを意味していたことをも。彼には男子はなかったがErmengardaという娘がいて、プ
mヴァンス公BosoReに嫁ぐ。野心家のBosoneは妻の高貴の血を鷹に879年、擦らプロヴァソ
ス王として戴冠して南仏に王権を築く。皇帝の女系の血縁の影響力が小さくなかったことを示す
一・例である。
　この皇帝の死と共に、後のFederico　Hやイタリア王国時代前後の慮称皇帝等わずかな例外を
除くと、イタリア在住の皇帝は絶えてしまう。通常カロリソグ皇帝とイタリア王国との境目は、
887年に生じたTiburの帝国議会における肥満帝カール三世（Carlo　il　Grosso）の罷免決議と
されているが、イタリア自体にとっては、LodovicO帝の死が一つの時代の終わりを意味してい
たといえる。甥のL◎dovico　Hの究後、本来ならばその地位を継ぐべきドイッ王のLodoVicoが
おそらく老齢のため、すでに何度もそうして来たとおり、長子Carlomannoを派遣して皇帝の
地位と権利を狙わせたが、この王子はブレンタ川の畔（ヴェネト地方）で叔父のフラソス王の王
Carlo　il　Calvo（禿頭）と会見して、帝位を叔父に譲って帰国。　Carloはローマへ赴き、後世に
女性だと噂された1e）法王Giovaani　VI［［の手で戴冠された。しかし生来貧欲なフラソス王は、
876年イタリアの領主達からイタリア王に選ばれ、さらに帰国してフラソスで領主達によって皇
帝と認められると、ドイツ王子との権利山分けの約束を守らず、さらに自分はライソ川の水を飲
み干すことが墨来るほど多くの馬を持っていると自慢してその蜜強を誇った（p．444）とされて
いる。しかもこの年ドイツ王Lodovicoが死去したため、有頂天になっていた皇帝は軍隊を率い
てドイツ領内に侵入、対岸にいるLodovic◎王∬（亡きドイツ薫の次男Carlomannoの弟でムラ
トーりはHとしているが、恐らく誤り）に使者を送り、網手が少数なのを見て話し合って合意に
達すると見せかけて、次の夜奇襲をかけたが、見事裏をかかれて敵の逆襲に会い、死者や捕虜も
多数に上り、捕虜の中には司教1、修道院長1、伯4が含まれていた、とされている。
（p．446）当聴イタリアでは、鐵教徒、東n一マ帝国の勢力、各地の領主らが入り乱れ、法王は
再三皇帝の南下を要請、禿頭帝はようやくイタリアに来たが、ドイツからCarlomannQ　eeが来
たと聞き逃走、877年1◎月13日、逃走中のモソスニ峠で熱病のため急死。すべての年代記作者は、
熱から解放されるため、寵愛していたユダヤ人医師から与えられた毒のために死去したと記して
いるとする。
　かくしてちょうどイタリアに居合わせたCarlomannoが、そのままイタジア王の地位を継ぐ。
その年に継いだか、あるいはドイツをまとめるため一度帰国して翌年にその地位を継いだかは説
が分かれるようだが、ムラトーりはこの年のことだとしている。しかし878年には祖国パヴァi；］
アで発病し、880年に死去してしまうのでイタリアに対してはほとんど影響を残さなかった。
Catlo　nannoが発病して口も利くことができなくなったのに乗じて、次弟がドイツの本拠の領地
を確保し、そのrS　Carlo　I∬（il　Grosso肥満）がイタリアに南下して879年10月の末にミラノ大
司教の手でイタリァ王に即位、さらにローマで880年または恐らくその翌年に皇帝として戴冠式
を挙行して帰国の途についた。法王はm一マを含めた南イタリアの混乱、特にナポリ公兼ナポリ
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司教Atanasio　Hが回教徒と親密であることを訴えた。ベネヴェソトでも回教徒と親しかったか
のAdelgisoの息子RadelchiまたはAdelgiso　IIが、当時ペネヴェソ5領主となっていた
Gaiderisoに対してその身内の者がクーデターを起こしたのに乗じて領主となる。このように南
イタリアにおける園教徒との関係は複雑であった。皇帝は873年法王Mah難oの要請でイタリア
に下り、法王と会見するが、その法薫はすぐ病死した。豊帝はこのころFイツに戻り、ドイツで
も甚だしくなったノルマン人侵入への対策に頭を痛める。特にフランスへの侵入が相次ぎ、835
年皇帝への不満が高まる。皇帝は懐柔策としてFrisiaの統治を委ねていたノルマソ公Godifredo
が反乱の気配を示したので、騙し討ちして殺した。しかし886年ノルマソ人はフラソスで猛威を
ふるい、パリを包囲した。皇帝はパリに向かうが、武力の解放を諦め銀70◎リブラを与えて帰国
させたため、威信を失う。　（V。XH，p．86）翌887年、　Triburia（Tibur）で議会が開かれるが、
肥満帝Carloの皇后RlccardaがVercelliの司教Liutvardoと不倫の仲だとする告発がなされ、
神明裁判により、結局無罪となるが、修道院に入れられたとされる。すでに見たことのあるこの
時代特有の裁判伝説である。この議会で9イツの霜主Carlomannoの庶子Am◎1foを皇帝に待
望する声が高まり、888年肥満帝Carloは退位を強いられその後間もなく死んだとされている。
自分の召し使いに絞め殺されたとする説や、Arnoifoの権力確保の陰謀説もあり、どうやら変死
らしい。こうしてカロリソグ正嫡の帝位が断絶した。
　本論では簡単に触れるに止めたが、この時代の叙述においてムラトーりが最もしつこくトレー
スしている事項の一つは、フランク族と法王庁との関係である。まずムラトーりは皇帝が法王に
どれだけの権利を与えたかを検討しているが、当然皇帝は自分の権利を守り、法王庁が主張する
ほど多くのものを与えていないことを示す。さらに両権力の儒頼関係についても観察し続けてい
る。それはロソゴバルド族が実権を有していた時代には蜜月状態にあったが、一旦フランク族が
イタリア支配を開始すると、当然散文的な関係に成らざるを得なかった。そして紛争時には皇帝
達がしばしば貴重な協力者であったが、すでにLottarioの布告でも見た通り、平常の皇帝は堕
落しやすい法王庁の煙たい監督者であったという事実を瞬らかにする。それらを通して浮かび上
がるのは、この当時の法王権が決して世俗の権力よりも精神的に優れてはいなかったという、当
然だとはいえ教会にとってはあまり触れられたくない事実だったようである。
　ところでこの時代に関しては、いわゆるis　mリンジアソ・ルネサソスの問題を始め多くの問題
があり、ムラトーりは断片的な形でだがしばしば鋭い掻摘を行っているのだが、今回のノートは
ζの時代のイタジア・カmリソグ朝の君主達の動静をたどることに止めたい。
298
論集第10暑（1993年）
注
1）Acura　di　G。Falco　e　F．Forti，　OPEREヱ）∫LODOYIC（）AVTONIO　M［IRArORi’，（Tomo王，　V∬Le
　　OPERE　CONCLUSIVE，　ANNALI　Z）’1　Z74LM，　Mi｝anorNapoli　1964，　pp．1179－1203．
2）OPERE　DEL　n肥RAT（）Rl，　TOMO　XXV～XXVZ［1，　ANNAL∫　D’ffALM　TOMO　X－XH，　Venezia　1790、
3）Sergio　Bertelli，　ERUi）・IZIONE　E　STORIA　I　V　L（fZ）OVIOOAIVrONIO　MURAT（）擢，　Napoli　l960，　p．436．
4）以下の注ぬきの引用はすぺて注2）の文獄からのものである。出典は注とせず本文中に記す。
5）Luigi　Salvato】telli，　SPIRI71f’1　E　FIGUm昭　DEL　RISOI？GIUema），　Firenze　1961，　p．50．
6）フランク族のカロリソグ朝は法王権との妥協で王権を獲得、法王庁はこの時さまざまな嵜進地を得たが、そ
　　の領域は種めて複雑で、スポレートやベネヴェソトは特に緻妙だった。
7）ムラトーリは大ag　DELLE！AIV7rl（］HiTA　ESTENS1　EI）ITALfAIVZiの2巻を1717、1740に縄行した。
8）th　2）のVoLX1，pp．103－5．
9）例えば中学生陶けの教科書、Bemardino　Barbador◎，　YEfVICISETTE　SE㏄｝U　l）l　S7（）1ヒ磁0’πAR〃1，
　　F圭reRze　1972の付録の年表の数宰。以下の記述でも同様。
10）Za王　Giovanni　VIIIが女性だったという俵説を、ムラトーリはV．X登，pp。18－19で強く否定。
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ノート　6　イタリア王国時代とその君主に関するムラト・一一　ljの叙述について
　皇帝Carlo　il　Grosso（皇帝カーノレ三世または肥満帝）が退位させられ、その翌年の888年失
意の内に他界して以来、イタリアの内外より諸侯が現れてイタリア王と名乗り、目まぐるしく王
権が交替するいわゆるイタリア王国時代が鋼来する。後に見るとおり、それらのイタリア王達は
しばしば皇帝と名乗ったが、その権力の及ぶ範囲は辛うじてイタリアの中北部と外人の場合それ
に加えて本拠とする領域内に限られ、しかもその地域でもその権威は決して安定したものではな
かった。したがってその前後の時代の皇帝に比して著しく権威が低く、霞称皇帝扱いされている。
しかしムラトーりは皇帝としての戴冠式を挙行していれば正式の皇帝として扱い、スポレートの
Guido等も皇帝として年代の冒頭に明記している。イタリア王に関しては、後に見るとおり複
数の王権が並立している場合が多く、その勢力圏は常に揺れ動いていて、実にややこしい状況を
示している。今圓のノートの扱う範囲は年代的には888年のCarloの死を起点とし、下限は常識
的には962年のサクソニア公Ottone　l（オッ5－一世）すなわち、いわゆるオットー大帝の神
聖ローマ帝国皇帝即位あたりまでと考えられるが、このノートでは、ムラトーリが最後のイタリ
ア王国時代の王として扱っているArdoino王の晴代までの期間を簡単にフォローし、全体で約
13◎年分をカヴァーして、それに続くイタリア・コムーネの時代につないでおきたい。
　今画の研究ノートは、イタリア史上でもとりわけ資料が不足していて我が国でもほとんど紹介
されていない蒔代を扱うので、前回同様、ムラトーリが史実と見なして文献的証拠と共に紹介し
た『年代記』自体の叙述内容の紹介や簡単な分析に終始せざるを得ない。
　まず傍のごとく、参考のためにG．FalcoとF．FGrtRこよる抄録1）を眺めておく。その中で今回
のノートが扱う時代に関係しているのは、10世紀における法王選挙の混乱を扱った項（pp．1203－04）
から、1013年のmソバルディーアのコムーネを扱った項（ここでムラトーリは早くもコムーネ
相互の党派的系列の闘争とコムーネの軍備が始まったことを記す。pp．1215－16）までのわずか
9項溺14ページに過ぎない。扱われた年数がわずか128年間だとは言え、かつて資料不足のため
枚数が少なかったロンゴバルド族の時代に関する抄録でさえ、206年に対するに抄録が35ページ
2）あったのに、128年に対して14ページとはかなり手薄であることを認めなければなるまい。参
考のため残りの7項自を示すと、pp．1205－07、　Teodoraとその孫の法王Giovanni　Xについて、
pp．12◎7－08、　Berengar三〇1の最期、　pp，1208－10、　Giovanni　Xの苑とBaronioの規判、
pp。1210－11、10世紀と歴史資料の乏しさについて、　pp．1211－12、法王Giovanni　XIを偽法王
と呼んだバローユオに対する反論、pp．1212－14、法王Silves重r◎Hの評価、　pp．1214－i5、最初
のコムーネ生活の兆候（この項毯はAcqualongaにおけるピサとルッカの戦争を記録し、また
ミラノの内紛にも触れており、さらに歴史家シゴーニオSigonloが、この年に関してピサ、ジェ
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ノヴァ、フィレソツェがヴェネツィアを真似て商業や軍事に勇名を馳せ、艦隊を建設したとして
いることを紹介して、その説は誤っていて、他の二都市とは異なりフィレソツェのみは当時はま
だ遅れていたことをも指摘している。これらの記述は、ムラトーりがイタリアにおけるコムーネ
活動の開始をコメソトしたものとして極めて重要である）。なお以上の抄録には、法毘庁に麗係
した記事が多いが、本論はとてもそこまで手が回らないので、主にイタリア王権をめぐる諸領主
の動きをフォm一することに終始する。ちなみに筆者が利用しているヴェネツィア179◎年版の
『イタリア年代記』3）によると、これは『ムラトーリ　作品集』第27巻（『イタリア年代記』第
12巻）p．100から同第28巻（『年代記』第13巻）p．394までの全体で759ページにわたる部分で
あって、前ノートがカヴァーしている部分と比較しても、記述は年数に比して多いとは言えない。
こうした記述の少なさ、いわば密度の薄さは勿論ムラトーリが手を抜いたためではない。実はム
ラトーリ自身もそのことを意識してこの時代について以下の通りコメントしている。
　「この時代にはイタリアは一般に平廊を享受していたけれども、その顔は大いに歪んでいたこ
とを告白しなければならない。なぜならその芸術、学問、美点はすでに多年にわたって遮放され、
この上ない無知が至るところで支配していたからである。それは手稿だったためにあまりにも高
価過ぎて、ほとんど書物など所有していなかった俗人の間だけではなくて、聖職者達、それも修
道士達の間でさえそうだった。彼らも多くの場所で書物を筆写する習慣を止めていたのだ。こう
した無知や、際限なく増加した悪徳の持ち主の前例のために、習俗の堕落は大いに進み、キリス
ト教自体がその影響を受けて、いわば物質化し、精神を失っていたのだ。　（V．XH，p．373）4）」
　888年、罷免された前皇帝が死去したという情報が伝わると、イタljアではスポレート公の
Guidoとフリウーリ公のBerengario　Iがイタリア王の地位を狙って名乗りを上げた。すでにこ
の両者は、イタリァを主たる根拠地とするLodovico　Hの他界後、イタリアの有力領主として頭
角をあらわし、特に弱体化したドイツ出身の皇帝Carlo　il　Grossoのもとでは二人とも独自の動
きを示しているようである。GuidQ、　Lambertoという名前が父子として頻出するスポレート公
家に関しては、類似のスポレート公家が二つあったらしいとされ、その素姓は定かではないらし
い（V．MI，p．34）。他方Berengarioは父がフリウーリ公EberardoまたはEverardo、母親が
Lodovico　i1　Pioの娘G三slaまたはGisela（m．867）であったとされ（p．105）　（実erk　Car｝omagno
その人の娘とする系図もある5）が、年代的にかなり困難であると思われる）、前ノートで見たプ
ロヴァソス王の場合と同様、明らかに母が皇帝の娘であったこと、つまり女系の権威によって権
威を主張した例だと見なすことができる。同時にフリウーリとスポレー5がnソゴバルド族の有
力な拠点だったことと、これらを領有する二人の公が、イタリアの最有力の王権への候補者とし
て名乗りを挙げていることとは、おそらく無関係ではあるまい。このことは、先にムラトーリが
述べたフラソク族とロソゴバルド族の平和的交替・共存説にとっても有利な事実であるように思
われる。
　これら二人のライヴァルは、Tiburの帝国議会で次の皇帝として指名されたバヴァリア王
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Amolfoの存在を無視したかのような行動に出、　Guidoは何らかの縁故があるらしいフラソスに
遠征してその後の覇権争いの軍事的基盤を作り、Berengarioは諸侯に推されてパヴィーアに赴
き、ミラノ大司教Anse1撫oの手でイタリア王の「鉄の王冠」を戴冠されたとされている。なお
後に皇帝達がm一マで戴冠する前に、ミラノで戴冠してイタリア王の地位につく習わしが生じた
この「鉄の王冠」はこの時始めて作られ、モソツァの聖ジョヴァソニ・バッティスタ教会に保管
されることとなったとムラトーリは記している（pほ08）。しかし直ちにドイツからAmo廷oが
南下、Berengarioはこれを歓迎して、妥協が成立しイタリア王位を認められたとされている
（p．112）が、話がうますぎるような感じもする。いずれにせよArnoifoの陣営では馬の疫病が
流行して、その多数が究んだため、早々とFイツに帰国してしまったとされ、結局Amo玉foに
はBerengarioを討つ余裕がなかったというのが真相らしい。
　ところがムラトーリの推測では、恐らくイタリアがBere鴛gario董の下で約一年平称を楽しん
だころ、フラソスから兵を率いて帰国したGuidoがBere難＄ar呈oに挑戦した。戦争は二度にわた
り、一度目は889年にブレッシャの領域内で戦われてBerengariGが勝ち、二度蟹はムラトーり
の考えではピアチェンツァの領域内で戦われ、今度ex　Berengarioが大敗を喫してGuidoがパヴィー
アの会議で王権を獲得した。しかしGuidoにはBerengarioをイタリアから追放する力がなく、
Berengarioはプリウーリ公領を確保し続けた。この当時回教徒、ノルマン人と並ぶもう一つの
侵入老ハソガリア人が、ドイツおよびイタリアに出没し始めたとされている。ドイツで皇帝の候
補者としてイタリアの支配を予定しているAmolfoの他に、すでに他界したプロヴァソス王
B◎s◎neの嗣子で、亡き皇帝Lod◎vico　Eの娘Ermengardaの息子LodoVic◎も、その高貴の血
を根拠にイタリア王位と皇帝位への野心を抱く。スポレート公家のGuidoは、これらライヴァ
ルに先駆けて極めて親密な関係にあったとされている当蒔の法王Stefano　Vの手で891年にロー
マで戴冠式を挙行して皇帝に就任している。
　だが893年にはドイツのArnoifeがイタリア1こ、私生児ZveRtebolcoまたはZventeb撮dcを派
遣し、Berengarioもこれに協力したが、戦い上手のGuid◎によって撃退される。この事件の後、
皇帝Guidoは、　Berengario追及の力を強めた。894年Arnoifoが時の法王の招きもあって南下、
ベルガモ知事のAmbrosio伯が抵抗して、包囲攻城を受けて2眉に落城、ドイツ人は市内は勿
論教会の内部でさえ暴行と略奪を働き、Ambrosie　1＄を縛り首にする等、その残酷さにイタリア
人は衝撃を受けた。各都市は我勝ちに降伏し、侯達もArnolfoの下で騒従を誓うが、一部は領
主権を巡って逮捕され、一部は逃走している。しかしArnolfoはライヴァルのGuidoの討伐を
急いでいない。この年12月30日Guidoは病死、その息子Lambertoが後を継いだ。　（p．162）ム
ラトーリは、Lambertoが帝位をも継いだと見なしている。
　その後のArnoifoの足取りをムラトーりはよくつかんでいないが、895年にはドイツに帰国し
たらしい。Berengario　ea　Guidoの死を知ってパヴィーアを占領し、イタリア玉の地位を回復、
しかし父のあとを継・だLambertoの支醗もそのまま続き、他方法王Fo㎜。so　l蠣度ドイツよ
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りArnoifoを招き、彼は大軍を率いてまた輌下した。895年12月にはパヴィーアに到着。この際
BerengarioやトスカーナのAdalberto等にAmo廷oに対する反乱の陰謀があったとされる。勇
敢な前皇帝Guidoの未亡人Ageltrudaもムラトーリが「野心的で野蛮な（pp．171－2）」と評し
te　Arnoifoの進路を妨警した。ムラトーりは「全くのおとぎぱなし（p．173）jとコメソトしつ
つも、ローマ人も一時期城壁を閉ざして抵抗したが、「一匹の野ウサギが、市に向かって逃げ繊
し、Amoifoの軍隊が大喚声を挙げて後を追うと、ローマの守備兵達の勇気が挫け、それに気付
いたAmo廷oの兵達はこの勇敢な市に攻撃をかけて奪取した（Liutprando，V．XH，p．173）」と
いう逸話を伝えている。こうしてついにAmo】foは、法王Formosoの手でm一マで戴冠された。
しかし彼はその後脳の病気に罹り、ドイツへ帰国した。フェルモの城でAmo玉foの軍に包囲さ
れたGuid◎の未亡人の前皇后Ageltrudaが、　Arnoifoの孫使いを買収して眠り薬を飲ませて頭
に再起不能になるほどの変調をもたらしたためだと伝えられる。ムラトーリはここでも「これは、
もうどう見ても、余りにも超自然的なことと、人間の悪意、何らかのとりわけ大領主の悪の効果
に影響されやすい罠衆の間で広がった作り話である（p．176）」とコメソ5している。AmoKoは
その帰途、これまで忠義面で扇行しつつ、裏切りを企んでいたBere簸garioを捕らえて両賑をえ
ぐり取ろうとしたが、仲間に知らされた脱re難g頗oは素早く逃走して難を逃れたとされる。ム
ラトーりは「この時代の歴史家達は最古の記録者達に虐待されている（p．178）」と評している
が、まさに記録が不足しているだけでなく、信頼し難くなっている時代であった。ムラトーリは
当時の流言を批判しながら記録することを怠らない。その後ドイツに戻ったArnolfoは899年
に死んだとされている。
　Amo韮oが帰国すると直ちにBeremgari・Dが北イタリアを奪回、しかしLamberto等の勢力も
健在で、さらにベネヴェソト以南の各地では土着領主とギリシャ人の役人それに國教徒の侵入者
が出入りして、複雑極まる動きを繰り返していた。この当時ギリシャ人に服従していたとされる
ベネヴェントがLa艶be鴬o帝の弟Gu呈roの手でイタリア人の手に奪回されたという。こうして
Lambertoは、北部の一部や何らかのコネがあるらしい先に見たフラソスの領地の他に、根拠地
のスポレート公領を始め、ベネヴェント公領、されにトスカーナ公領にも影響力を及ぼし、m一
マの一派とも親しくてその分ローマと法王庁にも影響力があった。だから当時としてはまずまず
の根拠地を有していたと言える。多分そうした基盤に基づいて、896年にパヴィーアで
LambertoとBerengarioの闘の称平が成立した。
　しかしこうした状況の中で、当時トスカーナ公Adalberto　IIはヂ唯一自ら富裕だと呼ばれる
ことを認めた（p．196）」ほどの有力な領主であったが、その妻はBertaといい、亡き皇帝
Lodovico　llの弟に当たるmターリソジャまたはロレーヌ王Lottarioの娘（皇帝Lottarioの孫、
Carlomagnoの蛍孫）という毛並みの良さで、初婚でプロヴァソスの伯爵Teobaldoと結婚して
Ugo（後のイタiL］ア王）を産み、その死後このAdalberteと再婚、898年夫をけしかけて皇帝に
反逆させた。Lambertoはその年内にアレッサンドリアに近いマレソゴの森の中で狩りの途中、
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落馬して首の骨を折って死んだという。一説によると、皇帝は反逆したミラノ伯Magi㎡redoを
斬首させた後、その息子UgOに後を継がせて側近として用いていたが、　UgOは狩りの途中で皇
帝と二人きりになり、イノシシを待っているうちに皇帝が眠ってしまったのでひそかに棒で殴り
殺したとされている。ムラトーりはこの説を、余りにも安易なおとぎ話だと否定している。さら
にこのわずか18才で死んだとされる皇帝について、「素晴らしい素質と慎ましい習慣とに恵まれ、
大いに期待された若者（p．204）」だったと賛辞を惜しまないが、ムラトーりには概して天折し
た君主には点が甘くなる傾向があるように思われる。
　かくしてついにBere鷺garioは唯一のイタジア王として復権、元皇后Ageltrudaにもその権利
を認めて妥協をはかり、またパヴィーア等にも多くの特権を認めた。しかし亡きLamberto　一一派
は、プmヴァンス王BosoneとErmengardaの息子Lodovicoをプnヴァソスより招いて、自派
の権利を守ろうとした。プロヴァソス軍がイタリアに侵入、たまたま周じころハyガリア人のイ
タリア侵入もあってイタリアの状況はますます悲惨となる。900年にはAmolfoの嫡子
Lodovicoも私生児Zventebaldoを破ってイタリア薫を名乗る。　Berengarioはハソガリア人相
手に3倍の兵力を集めてこれを討とうとした。ハソガリア人は「窮地に陥ったと知って、
Berengario王に使者を送り、すべての捕虜とすべての戦利品を返すことを条件に、平和裡に逃
してくれるよう請願し、イタリアには二度と戻って来ないことを約束、そのため自分達の息子を
人質に繊そうとした。Berengarioは「逃げる敵には金の橋を架けよ」という諺を知らなかった
に違いない。彼は自分達が敵全員の首をはねたり捕らえたりしている姿を想像して、彼等には絶
対に退路を許さないと言い張った。この無慈悲な返事はハソガリア人達を自暴霞棄に追いやった
が、これこそ戦闘において勇気を奮い立たせるための最高の妙薬であった。だから自分達の生命
を十分高く売ろうと決心して、突如彼等はキリスト教徒達に襲いかかったが、キリスト教徒達は
そんな不意打ちに遭おうとは露だに思わず、飲んだり食ったりしながら漫然と待機していたのだ。
それは戦さなどと言ったものではなくて、足腰が利かないあらゆる者に対する、屠殺そのもので
あった。だれ一人容赦しなかった。犬共はそれほど怒り狂っていたのだ。それ以後イタljア人は
一人として、彼等に立ち向かおうとはせず、彼等はその後mソバルディーアを勝ち誇って駆け巡
り、その年の末にはハソガリアに戻ったが、また翌年イタリアを荒らしに来るためであった。
　（V。XII　，pp．220－221）」
　この敗戦の指揮者としてのBerengarioの責任は重大で、王としての威信がこの時に失われた
のも当然であった。かくしてプロヴァンス王Lodovicoの権威が上がる。　go1年彼はm一マで法
王Bereda重t◎】Vの手で戴冠式を上げ（この辺りの年代や記述は今Hの基本的な定説6）とはやや
異なるが、ここではムラトーリの記述を紹介する）、Bere難garioは再び逃亡して再起をはかる。
Berengarioは、　Lodovic◎がローマからの帰途、濤分と親しい司教Adelardoがいるヴェローナ
で滞在している時に罠を仕掛け、LGdoviCOの陣中に自分が死去したという曝を流し、その縢を
ついて一夜軍と共に市内に侵入、教会に逃げ込んだLodGvicOを捕え、二度とイタリアを訪れな
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いことを約束させて、祖国に追い返した。かくして遅くとも902年の7月にはイタリア王の地位
に戻っていたとされる。なおLodovicoを追い返す際に、彼の両眼をくりぬいたとする説を紹介
して検討し、それは後年の出来事だと推理する。ところが早くも904年には、Lodovicoがまた
そろプuヴァソスから大軍を率いてイタリアに侵入、この当時はまだLodovicoの両眼が見えて
いたとムラトージは自分の推理の正しさを示す。しかし極めて奇妙なことに7）、ムラトーリは
Lodovicoが再び問題のヴェm一ナ滞在中にBere葺gah◎が死去したという啄が流れ、油断して
いてBerengarioの夜襲に遭い、今度は違約を餐められて両眼をくりぬかれたという説を記す。
事実だとすればまさに漫画だが、ムラトーりも本気で二度こういうことが起こったとは考えてい
ないはずである。しかしムラトーリはLodovicoが眼をくりぬかれたのはこの時だと自説の正し
さを強調するだけで、残念ながらそれ以上に説明を加えていない。おそらくLodovicoは一回目
に来た時、ローマに向かう途中B磁eng刎o軍に圧倒されて二度と来ないと約束して帰国してい
たが、二度霞に来た際にローマの戴冠式とヴェm一ナの夜襲が起こったと考えるのが妥当であろ
う。両眼をくりぬかれても死ぬとは限らず、この皇帝はその後も帰国して王位のみならず帝位を
も主張し（p．260）、皇帝と自称しつつ928年まで生き続けたとされる。こうした麟折の後にイ
タリア王位はBereng謡oの手中におさまり、平祁が到来したo
　しかし相変わらず図教徒等の侵入が梱次いでいて、901年には大虐殺と共にシチリアにおける
回教徒の支配が完成したとされている。また906年の項には、イタi］アとプロヴァソスの国境
FraSS2neto（トネリコ林の意）にスペインの回教徒が漂着して拠点を作り、その後周辺や旅人に
対して猛威を振るったとされている。908年辺りから、南イタリァではガエータに近い
Gariglianoの回教徒の拠点を攻撃するため、当蒔の賢人として名高い（p．265）ペネヴェソトと
カプァの領主を兼ねるAtenolfo、ナポリ公Gregorio、アマルフィ甫民等が南イタリア連合を結
成したとされ、東ローマの援軍も加わったとされる。他方ローマでは奔放な貴央人（スポレート
とカメリーノ侯Alberico未亡人p．273）として悪名高いMaroziaの一族（その母も女傑
Teodora）が実権を握る。彼女は法王Sergio　HIとの間の不貞行為によってGiovaRni　XIを産ん
だとする醜聞が流れており、ムラトーりも親子関係は否定するが、彼女の不貞行為の可能性は認
めている（pp．277－8）
　しかしこの当時イタリアは珍しく平和に恵まれていたらしく、「Berengario王の賢明な統治
のお陰で、当時イタリアの主要部では安静と平称が続いていた。何故なら彼は当時の恐ろしいハ
ソガリア人を好意的にさせる方法を心得ていて、うまくイタリアに立ち戻るのを擁えていたから
だった（V．XII，p．281）」前に見た敗戦とやや矛盾するようだが、敗戦から学んだとも見なし得
るであろう。913年にはシチリアで革命が起こり、シチリアの園教徒はアフリカから独立したと
される。これは後のキリスト教徒によるシチリア奪回の端緒だった。さらel　915年、回教徒が猛
威を振るったため、法王G圭ovan組xはBerengarioに協力を求め、これまでn一マとの関係が
薄かったBerengarioがm一マに向かう。ムラトーリは916年説も有力だとしながら、915年の
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クリスマスにBerengarioの戴冠式が行われたとする今日の定説に近い説を取る。さらに915年
の8月には甫部連合によるガエータに近い賦教徒の拠点Gariglianoの解放があったとされる。
Berengario自身は参加しなかったらしいが、その配下の協力があった。そこで捕えられた回教
徒は殺されるか、奴隷とされた。　（p．304）しかしムラトーリは919年の項でイタリァ史が大き
な闇に包まれていることを嘆いている。Berexxgarioの妻はスポレート公Supponeの娘Berti圭a
と推定され、その死後には彼の伴侶としてAnnaという名前が現れるという。　（pp、3ig－2◎）
　しかしイタリアでは、Berengarioに対する根強い反対勢力が存在し、921年にはイヴレーア
地方を中心に、Berengarioの娘婿であるIvrea　eC　Adalbertoを筆頭とするOdelric◎侯、
Gilbert◎伯等の反Berengario陰謀が生じ、やがてブルゴーニュ王Rodoifo　IIを招く計画が生じ
る。Adalberto等の反乱は失敗して、　Odeh噂圭coは死去し、　Adalbe賞oは一兵卒に扮して安い身代
金で逃れ、Gi｝bert◎は運悪く露見してBerengar　loの前に連行されたが、棒で打たれた半裸体の
姿を見て笑ったB磁eng麟oは憐れんで彼を許した。しかし「BeereRgar　io　1＊　aの過度の寛大さを
直ちに後悔することとなった。何故なら恩知らずなG圭1be耽oはイヴレーアに戻るやいなや、他
の反逆者達にそそのかされて、Rodoifo王に軍隊を率いてイタリアに南下するようにすすめるた
めブルゴーニュに赴いた。すると30潤も経たない内に、Rodoifoが軍隊を動員して、　Berengado
を退位させることに専念した。　（V．XIL　p．327）」すでに922年の12月7臼にはR◎δoifoはパヴィー
アにいて諸侯を集めて、イタリア王に選畠されていたという。
　Bere葺garioはヴェローナに引き上げて、ハソガリア人の援助を得て、防備を固めていたとい
う。ムラトーりによると、r皇帝Bere烈garioには敵に対する勇気も彼を守るために生命を賭け
る儒奉者や見方の党派にも不足してはいなかった。　（V．X王1，p．331）」とされていて、彼は軍隊
を率いてRoddfoと対決し、923年7月20臼、ピアチェソヅァとボルゴ・サソ・ドソニーノの聞
のフィオレンツt一ラで両者の合戦が行われた。この時は親子、兄弟が両派に分かれて戦ったと
され、Berengari◎王は娘Gislaとその央イヴレーア侯Adalbert◎の間で生まれた孫Ber磯g麟o
∬とも戦ったとされる。両軍共に勇敢に戦い、結局一度はBerenga践o軍が勝利を得たが、ブル
ゴーニュ王の姉妹Gualdradaと結婚していたBonifazio伯（後のスポレートおよびカメlj一ノ
侯）が戦闘の外で潜んでいた後、勝ったBerengario軍が油断して隊形を崩し、戦利晶集めに夢
中になり始めた瞬問に攻撃に出た。「だから運命の顔の向きは逆転、逃走していたRodo遅Qの
兵士達は軍旗の許に戻って来て、易々とBerengarioの軍勢を撃ち破った。だが爾軍のこのよう
な大殺鐵のために、Liutprandeの言葉を信用するならば、彼の時代にはイタリアに軍人はほと
んど残っていなかった（V．XII，p．334）」とされている。我々は13世紀にドイツから来た
Corradin◎がシャルル・ダソジューに挑戦したタリアコッヅォ戦争でも、それと似たような逆転
の例8）を見るが、まさに奇跡の逆転だった。
　こうした敗北にもかかわらず、Berengarioはヴェm一ナに引き上げて再起のチャソスを待っ
た。彼は勇猛なハソガリア人を利驚してRodoifoを駆逐する計画を立てたが、勿論それには大
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きな被害が予想された。ムラトージは、このために、あるいは他にも何らかの不虜の理由があっ
たかも知れないが、これまで彼の最も忠実な味方であったヴェm一ナ市民の問で、Berengario
に対する陰謀が生まれたとする。陰謀を察知したBerengarioは、子供の名付け親だった
Flambertoがその首謀者だと知って、　r彼を目煎に呼ぶと、これまでに与えた恩恵を思い出させ
た上に、彼が君主に対して変わりなく忠誠を保つ限り、さらに大きな恩恵を施すことを約束する
と共に、黄金の茶碗を与えて静かに去らせた。しかし忘恩のFlamb磁oは、陰謀が露見したこ
とを知ると、その夜の内に仲間達をけしかけて皇？it　Berengarioの生命に対する企てを実行させ
た。この君主がその晩安眠していたことから、彼の心中では悪意や警戒心が大きな比重を占めて
いなかった事が分かる。彼は防御しやすい宮殿ではなく、彼の習慣に従って、真夜中に勤行が果
たせるよう早起きするために教会のとなりの小さな部屋で眠っていた。彼は悪事のことは全く疑っ
ておらず、警護の者による警戒すらしていなかった。早朝の勤めの鐘で習を覚ますと彼は教会へ
行った。その直後に一國の劇客を連れたFlambertoが現れ、　Berengar1oは彼らの望みを知るた
め近付き、彼らの剣でいくつもの傷を受け、その足元に倒れて死んだ。勇気に関しては彼よりも
優れた春はほとんどおらず、敬塵さ、寛大さ、正義愛において誰も彼には叶わない君主である
Berengarioは、このような悲惨な最後を遂げた。　（V．XII　，　p．336）」以上の記述から、ムラトー
りはこれまでに見た彼の数々の判断ミスや失敗にもかかわらず、Bereng面◎に対して極めて好
意的であるばかりか、君主としても過度とも言える最高の評価を与えていると見なすことができ
る。Fiambertoの一味は間もなく忠義の家来Milo肥によって、暗殺の三日後に縛り酋にされた。
Miloneはヴェur・一ナ伯として一帯を治めた。他方この蒔Berengari　oの援軍として招かれたハ
ソガリア人は予定通りイタジアに来て、すでにイタリアから一度Rodolfoが帰国していたので、
salardoの指揮下でイタリア薫国の首都パヴィーアを含めた多くの都市で放火や略奪の限りを尽
くした。
　Rodolfoは一度帰国した後、再び南下して王権を振るおうとしたが、この時プロヴァソス公
Ugoとその異父弟妹達による反Rodolfo陰謀が進行していて、　Ugoがイタリア王に推挙される。
このUgoは、すでに見た通りmレーヌEE　Lettario（皇帝LQttariQの息子、　LodovicQ∬の弟）
が後に妃とした愛妾Gualdranaから得た庶出の娘Bertaが、プロヴァソス偵Teobaldoと結婚
して産んだ息子の内の長子である。Bertaはその夫の死後、「富裕公（il　Ricco）」というあだ名
を持つトスカーナ公Adalbertoと再婚して、後のトスカーナ公のGuidoとその弟Lambertoお
よび娘のErmengardaを産む。　ErmeRgardaはイヴレーア9e　Adalbertoの後妻（先妻はイタリ
ァ王および皇帝Berengario王の娘Gisla）となったとされる。これらイタリアの異父弟妹達は
反乱を企み、当時夫のAd温bertoを失ったE㎜engardaが北部の領主達を味方に引き入れて一
大陣営を結成した。Rodoifoは軍隊を率いてティチーノJllがボー州に合流する地点で対決したが、
r夜になるとErmengardaは彼女のメモを送り、彼が彼女の手中にあり、すでに彼を捕虜にし
ていること、何故なら彼の党派の連中は全員Rodolfoを見捨てて彼女に従うことしか念頭にな
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いからだが、彼女翻身はRodo1鉛の幸福と友情を望んでいて、彼らのそうした要請に従うつも
りはないことを知らせた。Rodolfoはこれらの狡猜な書葉に仰天し、その夜の内に床に就く振り
をして、誰にも気付かれないうちにパヴィーアへ行ってErmengardaの軍に合流した。夜が明
けるとRodo玉foが起きて来ず、彼の派の領主達や廷臣達は困ってしまう。結局彼がいないこと
が判明し、人々は各自いろいろなことを言い始めた。その時彼の陣営に、Redetfoが敵の陣営に
加わって彼らを攻めて来るという知らぜが届いた。このことは全員に衝撃を与えるのに十分で、
そのため一局は走るどころか、空を飛ぶようにしてミラノ葭指して逃げて身の安全を図った。
（V．XII，PP．347－8）」
　この後Rodo廷oの味方達は完全に彼と手を切り、　RGd◎圭foはブルゴーニュに逃げ帰ったとされ
ているので、ほとんど自滅に近い形で王権を失ったわけである。実際にこうした鮮やかな謀略が
存在したかどうかはわからないが、いずれにぜよぜっかくイタリアには戦士が残り少なくなった
といわれるほどの激戦を経て獲得されたRodolfoの王権は、極めて短期間の内にあっさりと崩
壌して、プロヴァソス王Ugoがイタリァに招かれた。これに対してRodoifoの妻の父で、ドイ
ツのSveviaの有力な公とされているBurcardo・（その存在がRodoifoの野心の基盤だったとさ
れる）が娘婿あるいは自らの地位の挽回を尽捲して大軍を率いて薄下し、ミラノで大司教
Lambertoの歓迎を受ける。いろいろと大言壮語して人々の餐難を買うと共に、やはり謀略の標
的とされ、普通は許されない鹿の猟を許されたりして煽てられている内に罠が仕掛けられ、ノヴァー
ラの帯を通過する途中で襲撃され、溝に落ちて槍で突き殺されてしまう。教会に逃げ込んだ家来
も皆殺しに遭い、このニュースはRodo莚oにショックを与えて二度とイタリアに関わる勇気を
失ったとされている。
　こうして度重なる謀略のおかげでUgoは926年にプロヴァソスから迎えられ、イタリア王と
して6月頃に戴冠式を挙行した。ムラトーリはこの王に対して、「むしろ小ティベリウス、大変
勿体振った狐、本物の偽善者で、人問的な目的のために教会と聖職者に大きな敬意を表しはした
が、神や正義に対する彼の行動においてはそれをほとんど示さなかった（V。XILp．354）」と露
骨な嫌悪を示す。この当時イタリアではスラヴ人も侵入して混乱を極める。早くも93◎年をこはパ
ヴィーア市昆によるUgO暗殺計画が練られるが、それを察知したUgOは何食わぬ顔で油断させ、
王を迎えに市の城壁の外へ出た一味を捕えて処刑したとされる。
　すでに多少触れたが当時は法王庁も衰微と堕落の極致にあり、たとえばムラトーりはいずれも
デマだと強く否定しながらも、すでに見たように少し以前のGiovan鷺i　VI豆には女性だったとい
う説があることや、磁ovann三Xには妻帯していたという説9）があることを伝えている。まさに
イタリアはすでに見た通り「顔が歪んでいた（p．373）」のであり、読み書き出来る春はわずか
となり、迷信や偽の奇跡が流行し、裁判には決闘や神明裁判が横行した。931年前後には、Ugo
が息子のLottarioを筒僚のイタリア董に就任させた。931年にはローマで、女傑Maroziaの息
子がGiova㎜i　XIとして法王に就位。ムラトーりは、この法王が被女と亡き法ll三　Sergio　Mとの
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不倫の子だとする説を、明らかに中傷だとして否定している。10）またスポレート侯Albericoと
結婚して究別した後トスカーナ侯Guidoと：再婚し、当時再び夫と死別していたMaroziaには、
息子を法王に就任させる力があったことを認めている。
　ここでムラトーリはUgoに関する逸話として、当時のトスカーナ公でUgoの弟のLamberto
が領主達にかつがれてイタリア王となることを警戒し、自分の母Bertaが再婚して産んだとされ
ているGuido、　Lamberto、　Ermengardaら異父弟妹は実はBertaが産んだ子ではなく、夫の臼
を欺いて実の子に見せた貰い子だと萱伝し、それを聞いたLambertoが母の名誉のために兄に決
闘を挑戦し、Ugoが自分の代理として送った若い騎士を倒したという奇妙な話を記している。
（p．383）トスカーナ侯Guido、　Lamberto兄弟、あるいはその父トスカーナ侯Ada泌ertoとそ
の弟Bonifazioの兄弟等は、この時代頃から記録に名前が現れ始めるエステ侯家と関係があるら
しい、とムラトーリは推定しているが、同時に「今日まで私はいかなる文書も見付けることは出
来なかったが、、、（V．XII，p．385）」と確証がないことを率直に認めている。
　イタリア王Ugoは突如ローマの女傑Maroziaに求婚、彼女からm一マに招かれて結婚する。
多分Ugoが皇帝位を得るために、法王庁との関係を結ぶための政略結婚であったが、この結婚
は不評で、Maroziaが最：初の夫スポレ～ト侯Albericoとの間で得てすでに成人していた息子
Alberico一派の反乱が勃発し、　Maroziaは監禁され、皇帝はm一マ市外に逃れ、トスカーナに
退去した後、m一マを再び包囲、その後も再三包囲を試みたが、　m一マの城壁の堅嗣さに打ち勝っ
て占領することは出来なかった。924年おそらくヴェローナ伯Miloneや同市の司教等に招かれ
てバヴァリア公Arnoldoが南下したが、ヴェローナからパヴィーアに向かう途中Ugo軍に敗北
して帰国した。狡猜なUgoは法王Leo難e＼壌の調停でローマのAlb面coと和解、彼に自分の
娘Aldaと結婚させた。しかしAlbericoは義父となったUgoのm一マ入城を揮み続け、結局
Ugoは皇帝の位にはつけなかった。かつてのBerengarloとの戦いの手柄によってブルゴーニュ
王Rodolfoの義兄弟Bonifazioが占めていたスポレート侯兼カメリーノ侯の地位は、　RodolfGの
退去のeq　Ugoの甥Teobaldoが占めた。このTeobaldoは捕虜を去勢することを好んだ奇妙な
領主であった。トスカーナ公の地位もUgoの弟BOSGneとその貧欲な妻Willaの支配下に入る。
しかしBosone夫婦は兄と対立して失脚してしまい、トスカーナはUgoの私生児Ubertoの支
配下に移る。なお936年にはドイツで後に大帝となるOttoneが父の後を継いでドイツ王となる。
翌年南イタリアにハソガリア人が侵入。またシチリアのアグリジェントでも反乱が起きるが、圃
教徒が弾圧した。938年にブルゴーニュ王のRoδoKoが死に、　Maroziaとの結婚に失敗したUgo
はRodolfo王の未亡人Bertaと結婚し、自分の息子Lot亀arioをBertaの連れ子Adelaideと結婚
させた。Ugoは女好きな男で「愛妾達に溺れて新妻Bertaへの夫としての愛情を欠いていただ
けではなく、あらゆる仕方で彼女を嫌悪の念をあらわにした（V．XII，p．422）」。Bezola、　Roza
、Stefanまa等多くの妾に後の各地の高位聖職者を産ませただけでなく、息子Lottarioの妻
Adelaideとも関係した、とさえ中傷された。『ノヴァーラ年代記』の作者によると、「Ugoは
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極端に狡猜で悪意に満ちた男で、誰が彼の悪環を言っているかを調べるため、あらゆる都市にス
パイをはなっていた（V。Xli　，p．422）」とされているという。当時は国王に劣らず聖職者や修道
士も堕落していた。母の夫Ugoをra・一マから追放したMaroziaの患子A玉berico々よ、孤軍奮闘、
聖職者や修道士の綱紀引き締めに努力したと評価されている（V．X∬，p．426）。
　Ugoのこうした陰湿な支配に対してイタリア各地で反抗心が強まり、940年には母方の祖父に
Berengaho　Iを有したイヴレーア侯Berengario　Hとその弟でスポレート侯兼カメジーノ侯（ま
とめてフェルモ侯とも呼ばれる。岡地方の領主だったUgoのlj　Teobaldeが936年に琵去して
後を継いだ）Anscarioが反抗の中心となるが、　Ugoはパラティーナの騎士の地位にある
Sarlio籍eに軍隊を与えてAnscarioを攻めさぜ、　A籟scar圭oは馬もろとも穴に転落、無数の槍に
突かれて死亡、SarlioneがAnscarioの地位についた。　Ugoはさらに兄のイヴレーア侯
Berengaho　Hをも甘讐で誘って宮廷に歓待し、やがて彼を捕らえて目をくりぬく予定であった
が、Ugoの息子で父に似合わぬ善良なLot重arioがひそかに警告したため、辛うじてBerengario
は逃亡してドイツに亡命し、ズヴェヴィァ公Ermannoの許に避難した。善良な若い王LOtt麟o
はこうして自らの墓穴を掘った。
　このころハソガリア人の侵入があり、UgOは金を与えて退去させている。またUgoはこのこ
ろ猛威を奮ったFrassiRet◎の回教徒を東ローマ皇帝と協力して攻撃したが、とどめを刺すには
至らなかった。943年Ugoは庶子Bertaを東ローマ皇帝の息子RGmanoに嫁がせ、またドイツ
のOttoneとも良い関係にあったが、イタリア国内では人望がなく、イタリアの領主達の不満を
察知したBerexxgarioの測近Amedeoが、各地で反Ugoの決起を促した後ドイツに戻ったと伝
えられている。943年に多分Sarlioneが死んで、トスカーナを治めていた庶子Ubertoがスポレー
ト侯やカメジーノ候の地位を兼ねたが、こうした一族による独占がますますUgoの人気を落と
した。かくして945年ドイツより僅かな兵と共に、イタリアの諸侯から待望されていた
Berengario　IIがイタリアに帰國した。諸領主や司教に歓迎されて南下し、ミラノに劉着した。
Ugoはどういう魂胆からか、岡僚イタリア王に任じていた我が子Lo重tario夫妻を、ミラノの
Berengarioの陣営に送り込む。これ以後Lot宅ario炎妻は、～応王として扱われながらも、一種
の人質に変わる。父のUgo王は莫大な宝を抱え、パヴィーアをBerengario王1に明け渡してプ
ロヴァソスに戻る。ムラトーリは「これまでに彼が犯した少なからぬ悪事、専制的な支配、人罠
を苦しめた貫欲、イタリア人を信用せずその報いとしてイタリア人から全然信矯されなかったこ
と、外人にのみ地位を与えて楽々と罫進させたことが、王位から転落した原困であった
（V．XII，p．454）」とUgoの失脚を説明している。　Bere雛gario　llはイタリアの実権を握り、
Ubertoはトスカーナ以外の領地を失い、　BonifazioとTeobaldo父子がスポレートとカメリー
ノを支配している。947年にプmヴァソスでUgoが死に、　Berengarioの監督を受けていた
Lottarioも、950年には急死して毒殺の嘩が流れる。その後24日闘の空白の後、パヴィーアで諸
侯がBere識gario　HとAdalbertoの父子をイタリアヨ三に選出した。しかし善良なLot重ar至o毒殺
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の樽に加えて、その未亡人Adelaiδeに与えた待遇が、一’asにこの蓋の人気を落とすこととなっ
た。Adelaideは947年に　16才でLottarioと結婚し、将来フラソス王妃となるEmmaをもうけ
ていたので、この951年には2◎才で才色兼備の未亡人だったが、新イタリア董Beren騒arioは、
もしも彼女が誰か有力者と結婚するとその相手に権威が備わり、自分の地位が危なくなることを
憂慮して、彼女をガルダ湖畔の砦の牢獄の中に幽閉した。その曝は一挙にイタリアとドイツに広
まった。この事件の責任の一部は、前王妃Adelaideの宝石や衣装を奪った王妃Willaにもあっ
たといわれ、案外宮廷における女性同士の嫉妬が原困だったようにも考えられるが、Martinoと
いう神父が牢獄の壁に穴を開けてAdelaideの脱出の手引きをし、その後彼女は漁夫の小舟に乗
せてもらい、魚を分けてもらって飢えを凌ぐなどの逃避行の後、レッジョ司教のAdelardoの伸
介により、カノッサの領主でMati｝de女伯の先祖にあたるAlbe賞o　Azzoによって堅露なカノッ
サ城に保護された。この領主は直ちにダイツ王O麓oneに連絡して保護を求め、5～6年以前に
王妃Edittaを失っていたドイッ王は、イタリア征服の好機と見てまず息子Lodoife（別の綴り
ではLito】fo）をイタリアに送るが、イタリアの都市は彼を容易に受け入れず、　OtteBe自ら一応
n－’r参SSという名霞で恐らく強力な軍隊を率いて突然南下し、すでにBere識gar沁豆が明け渡
していたらしいパヴィーアに到着した。彼は前イタリア薫妃に求婚して受け入れられ、パヴィー
アで結婚、952年9月下旬には結婚していたという。しかしこの当時のOtt◎Reはまだ
Bere賞gahoを討つ余裕がなく、出頭して来たBerengarioと平和裡に妥協をはかって帰国してL・
る。
　翌953年にはαtoneの長子Lodoifoとその一党が○耽oneに反逆して、ドイツは内乱に巻き
込まれる。Ottoneがyイツに釘付けされている問にBerengar圭◎は憎L・Alberto　Azzo攻撃に着
手したが、カノッサ城が堅固なため頑強な抵抗に会い、Berengarioはかえって面冒を潰す。こ
の頃ミラノでは大司教の地位を巡って二人の候補者とその党派が争い、コムーネ時代の到来を予
告している。955年Adelaiδeは後の皇帝Otto職e∬を産む。0£toneは内乱に苦しみつつも侵入
したハソガリア人やスラブ人を討ったので、その威信が高まり、Berengario討伐の準備が進ん
だ。まず反乱を許して和解したばかりの息子Lodo玉fGを再びイタリアに送る。彼の軍の到来で
カノッサ包囲軍は逃げ去るが、Lodoifoもイタリアで急究してしまう。その死因には、戦死説、
ムラトーリがより信用出来るとする熱病説、はては毒殺説等各説があるといわれる。Berengario
は彼の死去のおかげで一息つけたが、961年にはOttone自らイタリァに南下した。　Berengario
の圧政とその妃WiRaの貧欲とで、彼の支配を憎んでいたイタリア人はOttOReを歓迎し、パヴィー
アの門は開かれていた。ミラノでイタリア王の戴冠式を挙行。翌962年にはローマでGiovanni
XIRこよって戴冠されて皇帝となる。こうして一応いわゆるイタリア王国時代に終止符が打たれ
た。Alberto　Azzoは無事城を守ってレッジョおよびモデナ伯の地位を得（V．XIII，p．57と
p．81）、Berengarioはウソプリアのモソテフェルトロのサソ・レーオ砦に龍る。オルタ湖（ピエ
モソテ）のサソ・ジュリオ島に逃れた王妃は先につかまるが、皇帝に釈放され夫の許に走る。
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964年にはサン・レーオ砦が落城して、夫妻は捕虜となり、息子等と共にドイツのバソベルク牢
獄に繋がれ、夫は966年に他界、王妃は修道院に入る。二人の息子AdalbertoとCurradoは釈
放され、娘達も宮廷に壌入りしたが、息子達は後に東ローマの宮廷へ亡命した。他方ローマでは、
厳しすぎるOttoneに反抗して市民が反乱を起こしたり、法王と皇帝との不郵が生じるなど、
Ottoneの統治も必ずしも順風満帆でも感謝されていたわけでもなかったらしい。
　しかしAdelaideの救出とローマ帝国の再建という美名と共に、　Kイツ系の皇帝によるイタリ
ア支配を復活させたこの皇帝の権威は、その後の法！Ndi支配の裏付けと拡大のために大いに利常
されることとなり、多くの年代記作者によって、この皇帝が法王庁に認めた特権が記録された。
それらを列挙した後、ムラトーリは「反論するに値しない、後世の明白な欺締（p．78）」だと断
定する。しかしBerte1｝iが捲摘している通り11）、すでec　Ot£oneの962年の特許状については、
その年代の記し方を始め、寄進されたとされる領地がヴェネツィアを始め、実際に法王領ではな
かった地方が多い事等、後世の偽作の疑いが濃いことや、写しに金文字を用いるなど漂本に偽装
しようとする意図が明白であることが、コマッキオ論争12）を通して十分に論じられていたので
ある。そこでBer乞elliは、「あらゆる点で穏健化し用心のために他ならぬF｝euryの『歴史2を
引き合いに出しているにもかかわらず、『イタリア年代寵』は本質において、コマッキオの谷間
に関する外交論争の時代に採用した以前の立場を捨てていな㌔・。それどころかそれを再び取り上
げて、再論しているのだ13）jと見なし、「ムラトーりの態度は『年代記』で反教権主義のモチー
フを繰り返すが、おそらくそれは8世紀から10世紀にかけての唯一の際立った音調となった14）」
と記している。
　皇帝0亀toneは窃分の戴冠式に加わった法王Giovami　x狐を罷免し、　Leoae　V王Hを選出させ
るが、その後m一マを訪ねた時ローマ人の反乱に会い辛うじて市外に退去している。前法王の巻
き返しでLeOReは退位させられたが、　GiovannSが急死して、　Benedetもo　Vが選ばれ、彼は豊帝
方に捕われてGiova録ni　XIHと交替させられ、死ぬまでドイツで監禁された。　Ottoneの皇帝郎
位後わずか5年以内にこれほどの変動が生じているのだ。967年にはそれまでドイツで父の代役
をしていfo　OttoneとAdelaideの子、　OttoRe　Hがイタリアに来た。972年にはすでに父の同僚
として帝位について足掛け6年目に入っていたOttOne　IIが、一時東ローマ皇帝の位にあった
Romanoの娘TeofaR至aと結婚した。この10世紀の後半からエステ家の確実な先祖の動きが明ら
かになり始めているQ
　973年にはOttone　Iが脳溢血もしくは他の急性の病気で死去した。ムラトーりは彼に対して
「蛮人の敵だったこの着主は、戦における大事業、宗教への愛とその普及、正義への情熱、その
他の輝かしい美徳等のために、正当にもシャルルマーニュに続いて偉大という称号が与えられた
（V．XliI，p．153）」という賛辞を呈した。　Bere雛garめ王等に較べるとやや冷淡な印象は否めない。
その子Ottone　IIはこの年再び戴冠式を行い地位を確認した。その儒仰厚き一族、特に母や叔父
に関してムラト　一一　ljは、より雄弁を振るっている。　Ottone　9は意外に活動的で、ドイツのみな
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らず、デソマークやフラソスにも攻め込んでいる。980年に法王に招かれて、ドイツからイタリ
ァに来る。同じ年TeofaniaがOttone　Mを産む。　OttGne　II　ei寄進好きの母親Adelaideと一時
対立するが、後に謝罪している。982年皇帝はカラブリアで回教徒と海戦して苦戦。983年
O伽neは復讐戦を準備、さらにヴェネツィア攻撃も企てていたと伝えられる。ムラト　一一　ljはこ
の時代の記録の頼りなさを嘆く。隅じ年、精神的苦悩のため、あるいは負傷の手当を良くしなかっ
たためee　Ottone　IIが死去した。ある著者が彼を「野心は大きく、知恵は小さい（p．215）」と評
したとされている。Ottone　M　e2まだ幼く、バヴァリア公Arrigo　Hが勢力を取り戻す。またこ
の時の法王Giovanni　XIVはかつて追放した敵Bo蒸ifaz呈oのため監禁されて飢え究にしたか、毒
殺されたとされる。Bon圭fazioは前法王の遺体を公開し自ら法里と名乗るが、4か月で事故死し、
死体は道路に引き回されて法王とは認められなかった。987年フラソスでも、若年のLod◎vico
Vが嗣子なしで死に、後見人Ugo　Capetoのカペー朝が始まる。989年Wa　OttoReの母親
Teofaniaが一度はイタリアに来るが、息子を後見するためにドイツに戻り、早くも991年には
病死した。ムラトーリはこの前皇后を、「このギリシャの姫君は、男性的な精神の持主で、美し
く正庫な話し手だった。貧民や教会に対する慈悲の気持ちもとても強く、望む柑手の好意を得る
術と隅時に、高慢になり過ぎた者を押さえ付ける術も心得ていた。だから息子の統治にとって極
めて有益だった（V．XIII，p．248）」と評極している。ただし彼女にも一つだけ欠点があって、そ
れは姑の皇太后Adelaideと犬猿の仲だったことだとされている。このためAdelaideは一時期
イタリアに去り、この嫁姑戦争は勝負あったかに見えたが、予想に反して、Adelaideの方が生
き残り、再びドイツに戻って孫を後見した（，この当晴ミラノでは父親が金で皇帝Ot乞oxxe　1から
その地位を買ったとされる、Landolfo大司教の統治を巡って激しい反乱が生じており、クレモー
ナでも類似の事態が生じていて、いよいよ市民達の権利が主張されるコムーネ時代の鋼来を予感
させる。
　996年に、980年生まれのettone　lllがドイツからローマに来て、5月31臼に戴冠式を挙行し
て帝位につく。この皇帝のイタリア南下に関してもモデナで皇后Bertaが詞地の伯に恋したため、
皇帝が同伯を斬善したなどという奇妙な記録が残されているという。　（p．276－7）当時法ヨ三庁
もいくつかの都市も混乱し、皇帝は何度もドイツとイタリアを往復して、各地で会議を開催した。
1000年には祖一母Adelaideが死去、彼の有力な三本柱、　Adelaide、法王Gregor三〇V、修道院長
の叔母Ma搬daを全部失ったという。たまたま皇帝はAquisgranaすなわちアーヘンで
Carlomagnoの墓があると知り、床を掘って部屋に入り、金の十字架と衣服の一部を取ると、
Carlomagnoが現れてOttoneが世継ぎを得ずに死ぬと告げたという。皇帝はペネヴェントやティ
ヴォリ等を攻撃したという説もある。やがてローマ市民の問で反皇帝の陰謀が進み、ティヴォリ
を許して滞在中の皇帝に反乱を起こしたが、ムラトーリは結局両者が和解したと見なす。法王
Silves生ro　Hとスポレートに向かう途中、皇帝は急死した。ドイツでも反皇帝陰謀が進み四面楚
歌に近い状態だったらしい。ムラトーリは没年を今日の説と同じ1002年とし、発疹チフスの点
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状出血の熱によるとする説と、ローマの有力者の夫を斬首されて皇帝の妾にされた貴夫人
Stefaniaによる毒殺説を併記している。ただし後者は作り話だと否定的だ。ムラトーリは、女性
達の後見で育ち夫折した割りには奇怪な伝説に満ちたこの若い皇帝について、「そのいとも高貴
なる気質、精神と知識における素晴らしい素質について、ドイツの古い歴史家達は飽きずに語り
続ける（V．X鳳p。327）」と短いが結構高い評緬を与えている。ムラトーリには明らかに夫折
君主好みがあるようだ。
　こうして若い皇帝を失ったドイツでは、前述のA麺go豆の他にEcchicardo、　Ottone等有力
候補の争いが続くが、その隙にイタリアの一部の領主達がローディに集まり、ムラトーリがF目
先の利くことと勇気において多数に勝るがキリスト教徒としての美徳においてはそうではない
（V．XIII，p．330）」と規評した、ピエモソテのlvrea侯Ardoinoがイタリア王に選出されてい
る。その後は結局これまでに繰り返して見たとおり、ドイヅ王の南下と戴冠、イタリア王の抵抗
が繰り返され、ドイツEE　Arrigo（ハイソリッヒ）IIの皇帝就任という経過をたどり、それなり
に興味深いエピソードも見られるが、紙数の都合でこのあたりで打ち切ることにする。
注
1＞Acura磁G．Fale◎eF．FQ瓢，　OPERE　DI　LODOWCO　ANTONIO　MURATORI，　（Tem◎1，　V猛LE
　　OPERE　CONCLUSIVE，　ANNALIヱ）’rrALfA，　Milano－Napori　1964，　PP．1203－1216．
2）　Id曾，PP。1145－79
3）OPERE　I）EL　MURATORI，　XXV致一XXV三1王，，tlNNALI　D’XTrALiA，　TOMO　XII－MII．
4）以下の注ぬきの引摺はすべて注3）の文献からのものである。出典は本文中に記す。
5）ENCICLOPEヱ）IA　rrAUAN4，　V．IX，　Roma　1949，p。118．年代的に無理。ムラトーりは注3）の書の
　　V．XXV夏，孚．X王（本稿ではV．XI），p．454にLodovico　Hの子孫の小さな系図を掲載して、　Giselaを
　　ゑodovico　Hの末娘としている。それだと有り得る。
6）今日の定説とはBernardfno　Barbadoro，　VEIVTISME　SECOLI　Z）1　S7WRfA　1）’ff　ALIA，　Fire　nze　i972，の
　　付録の年表その他。
7）V．XH，　pp．235－237，　id．pp，250－255．
8）この戦いの最も欝い記録は恐らく、G．Villani，　L．VII，　Cap．XXV嚢だと思われる。　CROIVICA　DI
　　GIOVANNI既乙、41Vノ，　Firenze　1823，（Roma　1980），　T，II，　pp．184－188．
9）V．XE，　p．364．ムラトーりは敵方のでっち上げだとする。
10）V．XII，　p．381。教会の批判巻だったムラトーりは中盤の教会乱脈に対しては、大体一貫して弁護者となって
　　いる。スキャソダルの次元での攻撃を避けているようであるが、実際に乱脈がなかったのかとなると、やは
　　り疑問の余地がある。
11）　Sergio　Bertelli，　ERUI）1Z10ハJE　E　S7「OR／〆A　1／V　加POy1℃ヒつ　AIVコ㍗つ1V70　MURATOR1，　Napoli　1960，
　　PP．440－44i．
12）拙稿、コマッキオ論争とムラトーりの方法、『大阪外国語大学学報』第74－3号所収、大阪　1987参照。
13）　S．Bertell圭，　op．cit．，P．440．
14）　Id．，　PP．441－2．
（1993．　9。　30　　受理）
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系図1 （Enciclope（lia　Italianaより部分のみ）
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系図2 （ムラトーリ作成『イタリァ年代記』所収ただし年長順に並び換えた　　）
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